
※ここで指す床面積とは下記を満たす高い開放性を有する面積を除いた面積
・空調設備が設置されない最小限の部分である
・常時外気に対し一定以上の開放性を有している（常時開放の開口面積/床面積 ≧ 1/20 ）

非住宅：適合義務
住宅：届出

非住宅：適合義務
住宅：建築士から建築主へ評価・説明は不要届出

届出既存部分を含め建築士から
建築主へ評価・説明手続不要

いいえ

はい
｢非住宅部分の増改築の床面積｣の
｢増改築後の非住宅部分の床面積｣
に対する割合が２分の１

BA

増改築後床面積※のうち
A：住宅部が300㎡未満
B：住宅部が300㎡以上

いいえ はい

既存建築物の床面積が300㎡未満
かつ増改築の規模が10㎡超
（住宅部分・非住宅部分を問わない）

いいえ はい

増改築が300㎡以上
（住宅部分・非住宅部分を問わない）

いいえはい

増改築を行う建築物が
H29.4.1時点で存在しない

いいえ はい

非住宅部分の増築が300㎡以上、
かつ増築後の非住宅部分が300㎡以上

非住宅部分の増改築の
規模が300㎡以上

いいえ はい

増改築を行う既存建築物の非住宅の床面積が300㎡以上


